
日本語教育と国語教育の接点
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キーワード:日本語教育国語教育だ ・である体 です・ます体

テキストの意味構造

要旨

音声言語における「です ・ます体」テキストと，文字言語における「だ ・である体」テ

キストの表現様式の相違は，指示調・文体的特徴 ・待遇表現と L、う要素的な分布のレベノレ

と，テキストの意味的構造という全体に関わるレベノレの両者に存在することを述べる。調

査によれば，母語話者と日本語学習者では，両テキスト聞の変換の際に問題となる点に異

同がある。要素的な対応関係の変換に関しては日本語教育と国語教育に独自的な問題領域

が存在するが，意味的構造の変換とし、う全体の「理解と表現」に関わる課題は，両教育の

共通課題である。

1. はじめに

131 

「です・ます」は，文法論の立場から仁田(1991)，益岡(1991)，森山(1989)などが明

らかにしているように， I聞き手」目当てのモダリティ形式である。従って 「です・ます」

を有する文は，聞き手に対して発話されるとし、う性格を有する。

文法論的には「です・ますJはひとつの形態であり，ひとつのカテゴリカルな意味を有す

るものである。しかしそれが実際に使用されたテキストと L、う単位体において見ると Iで

す・ます」は媒体のあり方から二種の表われ方をするといえる。

言葉は，その表現媒体から，音声言語と文字言語とに大別される。音声言語とは，音声と

いう媒体を用いて発話・使用された言語，文字言語とは文字という媒体を用いて書かれ，使

用された言語であると定義しよう。テキス トには，発話媒体という観点から分類して音声言

語テキストと，文字言語テキストと Lづ二種が認められる。

文字言語テキストは，文字列のみで「文脈」を作り得るが，音声言語テキストは文字列の

みでは「文脈」は完成しなし、。音声そのものの調子や身振り，話し手と聞き手に共有される

場面とし、う視覚情報や社会的心理的環境により構成される非言語的情報などが関与して，全

体が「文脈」を作り出してし、く。そこで，音声言語テキストから文字列のみを取り出した場

合，これは不完全なテキストということになるが，仮にこのスクリプ卜された文字列のみの

ものを音声言語テキスト 2とし，この 2の方を，以後便宜的に音声言語テキストまたは話し

言葉テキストと呼ぶことにする。(それに対比させて，文字言語テキストの方を書き言葉テ

キストと呼ぶことがある。〉

音声言語テキストと文字言語テキストを比較すると，発話媒体の異なりを背景とした性格
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の相違が存在する。

「です ・ます」を用いた文によって構成されたテキストのスタイルを 「です ・ます体J， 

「だ ・であるJの文によって構成されたテキストのスタイルを 「だ ・である体」と呼ぶ

が 1)文と L、う抽象的単位体ではなく，使用媒体を背景にして抽出した単位体すなわちテキ

ストを観察対象にすると，実際には以下の四種の類型的文体が認められることになる。

0音声言語テキストにおける「です ・ます体」

0音声言語テキストにおける 「だ・である体J

O文字言語テキストにおける「です ・ます体」

O文字言語テキストにおける「だ ・である体」

本論は，聞き手を想定し実際に話し掛ける文体のテキストである音声言語「です ・ます

体」を，具体的な聞き手から開放され文字列のみで文脈を形成するという性格が最も強い文

字言語テキスト「だ ・である体」に変換する，と L、う操作を通じて，テキストの理解 ・表現

の様式に関して両文体がどのように異なるかについて言及するものである。

文字化をした実際の「です ・ます体の音声言語テキスト」を， rだ ・である体の文字言語
テキスト」に変換し，両テキス トの性格の差異について，ひとまず観察しえたところを整理

するのが，以下第2節である。

母語話者と日本語学習者とがそれぞれどのような変換を試みるか調査結果を示し，テキス

トの理解 ・表現に関して日本語教育 ・国語教育のそれぞれに存在する独自の学習課題と共通

する学習課題について第3節以下に言及する。

2.音声言語テキス卜と文字言語テキス卜の性格

2. 1 rです・ます体jと「だ・である体Jとの変換
すで十こ述べたように，意図するところは，音声言語テキストにおける「です ・ます体」を

文字言語テキストにおける 「だ ・である体」に変換することにある。

さて，次に掲げる(1)は， rMacAcademyビデオトレーニングシリ ーズl.!というマッキ

ントッシュパソコンのユーザーのために作成されたごく初歩的な使い方を説明するビデオテ

ープの冒頭部分を，論者が文字化したものである。以下(1)は，実際に視覚的場面が提示され

る中で聞き手に語られた話し言葉を，文字化したものである。「です ・ます ・でございます」

が使用された話し言葉テキストの一例といえる。(便宜的に，文の順番に従って，番号をふ

っておく。〉

(1) 1 ① マックアカデミービデオトレーニングシリーズへょうこそ。

② ここで，イ ンス トラクターをつとめさせていただきます，わたくし，スワ ップと

申します。

③ このテーフ.で・は，マ ッキントッシュを操作するにあたって，知っておく必要のあ

る基本的な操作についてお話しさせていただきます。

④ まず，ここでt主，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコード

などに関して，お話しさせていただきます。

⑤ このうしろのパネルにこのようにいろんなポートがございます。
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⑤ また，その上にアイコンと呼ばれる小さな絵が表示されておりますが，接続をな

さる時にはそのコードのはしについておりますアイコンと，ポートの上にあるアイ

コンとを合わせていただければL北、わけです。

⑦ たとえばマウスがございますが，マウスのコードのはしに，このようなアイコン

がついております。そこについているアイコンと， うしろのパネノレのアイコンを合

わせてさしこんでいただけばL、し、わけですね。

@ 次に，キーボードについてお話ししたいと思いますが，その前に今接続していた

だいたマウスですけれども，左利きの方の場合にはこの左の部分に，あるいは右利

きの方でしたら，右の部分に差し込んで使っていただくこともできます。

⑨ このキーボードですが，使用なさっているマッキントッシュの機種によって，多

少キーの配列が違いますので，そこは注意なさって下さい。

さて，この(l)から，@渇渇の部分を抜き出したものが以下(2)である。分量の点を考慮しつつ，

話し言葉テキストと書き言葉テキストの違いがよく表われている部分を切り取ってみた。2)

(2) I まず，ここでは，マッキントツシュを起動する前に，接続する必要のあるコードな

どに関して，お話しさせていただきます。

まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードな

どに関して，お話しさせていただきます。

このうしろのパネルにこのようにいろんなポートがござし、ます。また，その上にア

イコンと呼ばれる小さな絵が表示されておりますが，接続をなさる時にはそのコード

のはしについておりますアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせていただ

ければし、し、わけです。

なお， (lX2)のままでは，理解困難な箇所が出てくるので，図 lを添える。

【図 l】 マッキントッシュのパソコン

この裂がわにパネルがある
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2. 2 形式的・要素的な変換

(2)の話し言葉テキストを，iです ・ます ・でございます」を用いない書き言葉の様式を持

ったテキストに変換するにはどのようにしたらよいだろうか。

仮に単純に， iです・ます ・でございます」を「だ」等に形態的に置き換えると次のよう

な文章ができあがる。 3)

(3) まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードな

どに関して，お話しさせていただく 。

このうしろのパネルにこのようにいろんなポートがござる。また，その上にアイコ

ンと呼ばれる小さな絵が表示されておるが，接続をなさる時にはそのコードのはしに

ついておるアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせていただければし、し、わ

けだ。

(3)は，たしかに文末は「です ・ます・でございますJから， iだ」に変換されているが，

これでは適切な文章とはし巾、がたい。このことから， iです ・ます」を用いたテキストと

「だ」を用いたテキストは，それぞれ別の表現の仕組みを有していることが推察されるので

ある。

それでは，この「です・ます体」のテキストを，iだ ・である体」のテキストに適切に変

換するという操作をさらに続け，両テキストの差異についてさらに考察をすすめたい。 (2)

を適切な「だ・である体」のテキストに変換するには，その話し言葉的な特徴に注目する必

要がある。次のような点である。

(ア) 指示詞における現場指示の用法

付) 単語の文体的特徴 ・文体と連動した特定の言い回し

(ウ) 上下待遇表現・授受表現4)

指示詞については，以下の下線を施した「このJiこのように」のような，境遇性のある

用法は変換しなければならない。

(4) このうしろのパネル

このようにいろんなポート

単語の文体的特徴に関しては，以下のような単語を「文章語」に変換する必要がある。 5)

(5) いろんな

まTこ，

(6) おる

は，共通語の場合， iます」の後接なしに用いられることはないため，変換を要する。

さらに特定の言い回しについても，変換する必要がある。この場合は，次のような表現が

あげられるが，類型的文体に応じた使用の分布，という観点で考えると単語の文体的特徴と

共通した課題としてまとめることができる。

(7) し、L、わけだ

また，上下待遇表現 ・授受表現については，結果的に聞き手に対する待遇を表している，

以下のような表現は変換する必要がある。

(8) お話しさせていただ く

接続をなさる



日本語教育と国語教育の接点 135 

合わせていただく

さて，上記のような点に着目し， Iです ・ます ・でございます」文体を改めると，ひとま

ずは一例として次のようなテキストが出来上がる。

(9) ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなどに関

して話す。

うしろのパネルに色々なポート がある。また，その上にアイコンと呼ばれる小さな

絵が表示されているが，接続する時にはそのコードのはしについているアイコンと，

ポートの上にあるアイコンとを合わせればよい。

2. 3 テキス卜の意味的構造に関る変換

一見すると，(2)を書き言葉へ変換する操作は， (9)で完了しているように見えるが，実際に

はそうではない。

文体の変換という時に一番難しいのは，テキス卜の構造に則した変換にある。

すなわち， (2)は，(1)という大きなテキストの中の一部分である。そのテキスト全体が表現

したいことを損なうことなしある様式(スタイル〉からある様式(スタイル〉へと変換す

ること，それは，2. 2で見てきたいわば 「要素の変換」の問題を超えている。

(1)の④~⑨はコード，キーボードについての説明になるが，これらは，Iマッキン トッシ

ュを起動する前」にすることに入れられる。すなわち，④以降で取り上げられることがらを，

それぞれの文番号に従って書き出すと次のようなことになる。

(10) ④マッキントッシュを

起動する前にすること コード 接続

⑤ 11 コード 接続

⑥ 11 コード 接続

⑦ 11 コード マウス 接続

⑧ 11 キーボード マウス 接続

⑨ 11 キーボード

④の 「マッキントッシュを起動する前にすること」は，以下④から⑨まで、を覆っているテ

ーマで、ある。

また，各文で述べられていることは，単一のことがらではない。 「物」に則して④⑤⑥⑦

は「コードJ，⑧⑨は 「キーボード」について。さらにコードやキーボードに関連して取り

扱わなければならない「物」であるマウスも重複して取り上げられている。

しかし，一方④から⑧までは， I接続」という「事」が扱われている。⑦⑧で 「コードと

マウスJIキーボードとマウス」が結び付けて述べられるのも，それは 「接続」というテー

マがこれらの複数の 「物」の登場に必然性を与えているのである。

ちなみに，(1)は⑨で切ってあるので，⑧に登場した 「物」の流れにある 「キーボード」が，

⑨以下どのような 「事Jの中に位置づけられるかは，不明のままに終わっている。

今見てきたように，話し言葉テキストであるがゆえの，テキストの意味的な構造に関する

「未整理」が(10)によって，ある程度明らかになった。 (2)として取り出した文章(④⑤⑥〉の

みでみれば， Iコー ド」を 「接続」することであるので，どちらを主に述べてもよいのであ

るが， (2)は④に 「マッキントッシュを起動する前にすること」というテーマが述べられてお
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り，また，以下に続く⑦⑧⑨のテキスト全体の構成を考えれば， r接続」というトピックを
中心に 「述べ直し」すなわち，構造の組み替えを行なった方が，より適切であるということ

が分かる。

原文をできるだけ生かして変換した試みの一例を示せば，次のようになる。6)

(ll) まず，マッキントッシュを起動する前に，コードを接続する。

本体のうしろのパネルに複数のポートがあり，その上にアイコンと呼ばれる小さな

絵が表示されている。コードのはしにも表示されているアイコンと，ポートの上に表

示されているアイコンとを合わせて，差し込む。

こうした変換を，

(エ) テキストの意味的構造に関る変換

とまとめておく。7)

3.母語話者と日本語学習者の文体変換能力の調査

調査は， 1994年10月4日，信州大学人文学部の「日本語教授法」の受講者に対して行った。

日本語を母語とする学生13人(以後母語話者と呼ぶ)，日本語を母語としない学生6人(以

後，日本語学習者と呼ぶ)，計19人である。(日本語学習者は受講者は4名。他2名は，別に

趣旨を説明して協力を求めた。)出身者の母語は 5人が中国語(台湾語3人，マレーシア

中国語2人)， 1人がカナダフランス語である。

調査票(以下〉を配り，口頭で説明したのち， r自分が納得のいくまで書く」ことを求め
た。 9時15分に説明を始め質問を受けたあと 9時25分から始め， 10時25分に回収した。10

時前後に仕上けγこ学生が現われたがそのまま着席を求めた。約半数近くは時間一杯考えて書

いていた。

【調査票】

問題:次の 【文章 リ をまず読みなさい。質問①②③に答え，次の頁の 【問題】に進みなさい。

(辞書を使ってもよい。〉

【文章 リ 前述(1)(ただし図 lを添えた〉

語句: インストラクタ 一一一指導する人

マッキントッシュ…・・コンピュータの名前

パネノレ・.....…..........・・板

ポートー………………・さしこみ口

左利き(ひだりきき〉…左手の方が上手に使える人，またそのこと。

右利き(みぎきき〉……右手の方が上手に使える人，またそのこと。

機種(きしゅ)...・H ・..…機械の種類

配列(はいれつ〉 ・……・・並べ方

質問① あなたはワープロ ・パソコンを実際に操作したことがありますか

(一回でもよL、。上手下手は問わなし、〉
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はい いいえ

質問② 上記の文章中，意味の分からない単語や，部分があったら， 【文章I】のその部分に，

太く下線を号|いて下さい。

質問③学籍番号 名前 記入日 1994年10月日

言語経歴(0才から18才までの居住地〕 県 市

国

【問題】

以下の線で囲んだ部分の文章〔前述(2))を「です ・ます ・でございます」を使わない文章に

改めなさL、。(鉛筆を用いること〉

A.まず，単純に考えて「です・ます ・でございます」を使わない文章に書きなおしなさい。

B. 文章リ は，話されたものを書き取った文章である。 【文章 リ が言いたかった内容

を汲み取り， Aを書き言葉として通用する文章に書き換えてみなさし、。 【文章 I】とし

て言いたかった内容が変わらないこと，文章として整ったものになること，の二点を守れ

ばどのように文章化してもよい。「です ・ます ・でございます」を使わない書き言葉とし

て，文章化すること。

4.調査結果

4. 1 結果一覧

以下，調査票問題Bの結果を母語話者と日本語学習者に分けて，以下に掲げる。 (a)から

(m)が母語話者， ωから(日が，日本語学習者である。 8)
【母語話者】

(a) まず，マッキントッシュを起動する前に，コードの接続の仕方について説明しよう。

マッキントッシュ本体のうしろにあるパネルには，いろいろなポートがある。そして，

その上にはアイコンと呼ばれる小さな絵が表示されているので，接続をする時には，その

コードのはしについているアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればよい。

(b) まず，マッキントッシュを起動する前に，必要なコードを接続してみよう。

パソコン本体の裏側を見てみると，いくつかのポートと呼ばれるさしこみ口がある。そ

の上についている小さな絵が，接続する時の目印となるアイコンである。

同じように，接続するコードのはしにもアイコンがついているので，そのアイコンとポ

ートの上のアイコンとを合わせて接続すればL、し、のである。

(c) まず，はじめに，マッキントッシュを起動する前に，コードなどの接続の仕方に関し

て説明したい。

本体のうしろのパネノレに，いろんなポートがある。また，その上と，コードのはしにア

イコンと呼ばれる小さな絵が表示されている。接続の際には，そのアイコンを合わせてい

ただければよい。

(d) ①コードの接続

マッキントッシュを起動する前にコードを接続する。本体の裏がわのパネルにいくつか

ポートがあり，その上にアイコン(小さな絵〉が表示されている。コードのはしにもアイ

コンがついているので，同じアイコンのついたポートにコードを接続する。
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(e) マッキントッシュを使う前に一接続のしかた

コードの端には小さな絵(アイコンという〉があるので，機械側の同じ絵のところに差

し込めばよい。

(f) マッキントッシュを起動する際，その基本的な操作について説明する。マッキントッ

シュには，モニタとキーボードを除いた機械の裏側のパネノレに，いろいろなポートがつい

ている。接続をする場合，ポートの上に，小さな絵が表示されているアイコンと，そのコ

ードのはしについているアイコンとをつなぎ合わせればよい。

(g) まず，ここでは，マッキントッシュの起動前に，接続の必要なコード等について説明

する。

マッキントッシュ本体の裏側のノミネルに，いろいろなポート(さしこみ口〉があり，そ

の上にアイコン(小さな絵〉が表示されている。

また，コードのはしにもアイコンがついているので，接続をする時は，それと同じアイ

コンが表示されたポートに接続する。

(h) まず，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなどに関してで

あるが，このうしろのパネルにこのようにいろいろなポートがある。そして，その上にア

イコンと呼ばれる小さな絵が表示されている。接続をする時にはそのコードのはしについ

ているアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればよし、。

(i) まず，ここでの話しは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコー

ドなどに関してである。

マッキントッシュ本体の裏側にパネノレがついていて，そこにコードを指すためのさしこ

み口(ポート〉がし、ろいろとある。また，その上に，アイコンと呼ばれる小さな絵が表示

されているが，接続する時には，コードのはしについているアイコンと，ポートの上にあ

るアイコンとを合わせて指しこめば良いのである。

(j) まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に接続する必要のあるコードなどに

関して，説明する。

このうしろのパネルには，このようにいろいろなポートがあり，その上にアイコンと呼

ばれる小さな絵が表示されている。接続する時には，そのコードのはしについているアイ

コンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればよい。

(k) まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなど

に関して述べておこう。

このうしろのパネノレにこのようにいろんなポートがある。また，その上にアイコンと呼

ばれる小さな絵が表示されているが，接続する時にはそのコードのはしについているアイ

コンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればし、し、のである。

(1 ) まず，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコード等について説明

する。本体のうしろ側にはいろいろなポートがあり，そのポートの上にはアイコンと呼ば

れる小さな絵が表示されているのだが，接続を行なう際には，そのコードのはしについて

いるアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせるようにする。

(m) まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなど

に関して，述べさせていただく。
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マッキントッシュの本体のうしろのノξネノレに様々なポートがある。また，その上にアイコ

ンと呼ばれる小さな絵が表示されているが，接続をする時には，コードのはしについてい

うアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせていただければよし、。

【日本語学習者】

ω マッキントッシュを起動する前に，まず接続する必要のあるコードなどに関して，紹
介する。

うしろのパネルにいろんなポートがあり，その上にアイコンと呼ばれる小さな絵が表示

されている。接続する時にはコードのはしについているアイコンをポートの上にあるアイ

コンと合わせてさしこめばいい。

(B) まず，マッキントッシュと L、う機種のコンビュータをスター卜する前に，接続する必

要にあるコードなどについて，お話しする。

本機のうしろの板にいろいろなポートがある。ポートはさしこみ口のことである。また，

さしこみ口の上にアイコンと呼ばれる小さな絵が表示されてあるが，接続する時には，そ

のコードのはしについてあるアイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればし、L、

わけである。

(C) 以下は，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなどについて

の説明である。

マッキントッシュの裏側のノξネルに，いろんなポートがあって，上にはアイコンと呼ばれ

る小さな絵が表示されている。接続をする時には，そのコードのはしについているアイコ

ンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせて下さい。

(励 まず，ここでは，マッキントッシュを起動する前に，接続する必要のあるコードなど

に関して話したいと思っている。

マッキントッシュのうしろのノξネルにはいろいろなポートがある。その上にアイコンと

呼ばれる小さな絵が表示されているが，接続をする時にはそのコードのはしについている

アイコンと，ポートの上にあるアイコンとを合わせればし、し、わけである。

(日 まず，ここでJ土，マッキントッシュを起動する前に接続する必要にあるコードなどに

関して，お話させください。

このうしろのパネルにこのようないろんなポートが

また，その上にアイコンと呼ばれる小さな絵が表されている。けれども接続をなさる時に

はそのコードのはしについて，アイコンとポートの上にあるアイコンとを合わせていただ

ければL、し、わけである。

(め始まるよ! 最初に，マッキントッシュを起動する前に，接続するためにコードとか

必要だから，今説明するよ

見て， うしろのパネルにいろんなポートがある.上に小さな絵をつくて見える.これはアイ

コンだ.接続をする時は，そのコードのはしにつく .で，アイコンと合わせれば問題になら

ない.

4. 2話者 ・項目別の結果

上記の結果を，母語話者と日本語学習者別に項目ごとにまず整理比較することにする。
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以下，正しく変換できなかった者の実数とパーセンテージ及び，該当用例の番号をあげる。

なお，母集団が小さいので，パーセンテージを出すことは意味が薄いが，母語話者と日本

語学習者の両集団の比較のために参考として数字をあげる。

(対現場指示の用法の変換 (2項目〉

「このうしろのパネルJrこのようにいろいろなポートがあり」の二箇所に見られる「こ
のJrこのよ うに」の現場指示の用法を，言い換えや省略によって言語文脈のみの説明に変
換できなかったケースは以下の通り。変換していない場合は両項目ともにできていなかっ

た。

母語話者 3人 (23%) (hXiXk) 

日本語学習者 l人 (17%) (E) 

付) 単語の文体的特徴 (2項目〉

「し、ろんな」を r¥，、ろいろな」と変換しなかったケース。ただし 「し、ろいろ」という語
句を用いていない者があるので，分母の割合はこの語句を用いている者とした。分母は母

語話者が9人，日本語学習者が5人である。

母語話者 2人 (22%) (cXk) 

日本語学習者 4人 (67%) (AXCXEXF) 

「わけだ」としづ表現をそのまま残した者。

母語話者 O人 (0 %) 

日本語学習者 3人 (50%) (BXDXE) 

「おる」を r¥，、る」に変換しなかったケースは，母語話者，日本語学習者ともにみられ
なかった。

作) 上下待遇表現 ・授受表現 (3項目〉

授受表現を待遇形にした表現が 「お話しさせていただく Jr合わせていただく」。授受表
現ではない上下待遇表現については「接続なさる」がある。それぞれを変換していない数

値を以下に示す。

「お話しさせていただくJ

母語話者 l人 (8%) (m) 

日本語学習者 1人(17%) (E) 

「合わせていただく」

母語話者 2人(15%) (cXm) 

日本語学習者 2人 (33%) (CXE) 

「接続なさる」

母語話者 0人 (0%) 

日本語学習者 1人(17%) (E) 

(エ) テキストの意味的構造に関る変換(テキスト全体に関る項目〉

「接続」と L、うトピックを中心に「述べ直し」ができなかった者。

母語話者 7人 (62%) (gXhX i X i XkX 1 Xm) 

日本語学習者 6人(100%) (AXBXCXDXEXF) 
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5. 日本語教育と国語教育に共通する課題ー結論にかえてー

上記の結果を以下分析したL、。日本語教育と国語教育とに共通する課題，独自の課題と

いう観点から考察を述べてL、く。

(アj IこのJIこのように」など，現場指示の用法をそのまま残したケースが母語話者で3

人あった。 (hXi)(i)のこれらのケースでは，文体の変換に伴ってテキストの構造的変換を行

うという，内容に関る変換も行われていなかった。テキス トの内容をよく理解し，それを

相手に伝達するということに関する意識的な訓練が必要なケ ースである。

むしろ日本語学習者では，こうした変換の誤りは少ない。指示詞の用法は比較的早い段

階での学習事項であり，意識化ができていることによると思われる。

文脈指示，現場指示の用法は，国語教育の場では明確な文法の学習事項ではない。しか

し，文章理解と表現に関係してくると思われるこうした用法は，言語に関する少し意識的

な考察の対象として項目をたててもよいようである。

(イ)単語の文体的特徴に関しては，日本語学習者の方が難渋している。「いろんな」を「い

ろいろな」に変換するとし、う操作は，言語の表現と伝達と L、う点から見れば，いわば「洗

練度」に関るもので，変換がスム ースに行われなくても，敬語項目のように社会活動にお

ける睡眠をきたすということもない。学習の比重が日本語教育においては相対的に下がる

ためであろう。しかし，敬語ほどではないとしても，こうした文体的特徴に留意しない表

現の習慣が形成され続けると，母語話者とのコミュニケーション上何らかの違和感をひき

おこすことも充分考えられる。今後研究の必要な分野であろう。

なお，母語話者でも， Iし、ろんな」を I¥'、ろいろな」とし、う文章語に変換しえなかったケ

ースが9例中 2例ある。うち一人(c)は， Iていただく 」形も変換せず残している。

「わけだ」を残した母語話者は一人もいないが，日本語学習者では，半数がこれをその

まま残している。

文体と関係する語提・言い回しの分布は，母語話者にとって意識的な事項と非意識的な

事項とに分かれ，意識的な事項すなわち選択的な表現が可能な部分については，個人差が

生じるのであろう。 I¥'、ろんな→いろいろな」や 「ていただく 」などの敬語形の変換は母語

話者にとっても選択的な表現の部類に入りへ「わけだ」のように語量的ではなく文全体と

関るような言い回しはどちらかというと後者に属するのであろうか。

一方日本語学習者にとっては，この事項に関してすべてが程度の差はあれ選択の対象に

入ってくるため，かなり明示的な研究とよい辞書とが今後必要になろう。

け) 上下待遇表現 ・授受表現は，日本語学習者においては， (日以外はおおむね変換してい

る。日本語教育の場においては，敬語形式については，使い分けが必要であることの理解

が成立していることと関係があろう。むしろ， (cXm)とL、う母語話者は， Iお話しさせていた

だくJI合わせていただくJI接続なさる」としづ三項目の敬語関係の表現を lないし 2項

目のみ変換してあとは残し，文体を整えるという観点からは，意識の不足が見られるもの

である。確かに文体には「変化とリズム」が必要であり，それは各人の美意識と関ってい

ることもまた事実であるが，こうした「調査」の場ではそのような個性的な意識が発揮さ
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れたとは考えにくい。

(エ)文体の変換に伴ってテキス トの構造的変換をしていない者は，母語話者でも半数以上

おり，日本語学習者では全員がそうであった。ケ)から(ウ)の問題が，どちらかというと「要

素」を取り出してそれを別の要素に変換するという性格を有しており，ある程度機械的な

変換が可能であるのに対して， (斗は決して機械的にはいかない。テキストの理解，すなわ

ち言葉で語られた内容の理解と L、う過程が必ず必要になるのである。理解する能力の上に

たって，述べ直しと L、う言語能力が始めて問題にされる。

佐久間編(1994)が， I要約」を「大意を把握する」ということに限定し，大意の文章化

の成功度を，中心となる文の残存率を調査することによって測ろうとしている。 「大意」を

いかに把握するか，しているか，させるかとし、う研究を明示的に行おうとする点で説得力

がある。

ところが，文章の中心となる複数の文を残しながら，全体を小さな文章に縮めるという

作業は，実は最終的な理解の確実度は保証していないともいえる。ある程度読み解ければ，

いわば作業的にそれを行うレベルに到達する。本当に測りたいことは，その文章を理解し

たかどうか，即ちそこで述べられている内容世界，ものごとやことがらの世界の理解に到

達したかどうか，また，それを当該の言語で表現できるかどうかという二点であろう。

よく「自分の言葉で述べ直す」ということが言われるが，原文に則しながら理解 ・表現

活動が確実に行われていなければ，そこに到達することができない。この「自分の言葉で

述べ直す」ということの仕組みを計る尺度が今まで明らかではなかったことが問題であっ

た。本論で述べたような話し言葉文体から書き言葉文体に変換できるかどうかは，そうし

た問題に関る明示性を提供してくれる素材のひとつであると主張したい。

内容世界を把握しつつ理解に到達し，それを表現内容として，改めて異なる文体様式で

表現しなおすというのが件)の作業である。

うちとけた自然な親しい者，傍らに住む者との言語生活で獲得する母語，それはすなわ

ち方言に他ならない。そうした話し言葉の言語コ ードの使用者から，さらに広い世界へと

踏み出す時にはさけて通れない言語理解 ・表現の訓練が必要になる。件)の作業は話し言葉

コードを書き言葉コードへと変換することであり，表現様式の変換を通して，表現内容の

理解そのものを確認する作業である。母語話者にとってはそれは書き言葉という新しいコ

ードの習得と L、う学習であり，日本語学習者にとっても，異言語のコ ードで行なうという

違いはあるものの，本質的に同じ課題を含んでいる。 「学習」とL、う点では(エ)の課題は，日

本語教育，国語教育に共通する到達すべき目標のひとつである。

以上，本論は，テキストの理解 ・表現に言語がどのように関るかという問題意識を基底

にして，類型的文体の変換という観点からささやかな調査を行いながら，テキストの語実

・意味的構造について言及した。また，日本語教育 ・国語教育においてそれぞれ課題とな

る点のいくつかを提示した。

【注】

1) rだ体」と「である体」は別の様式であると考えることができるが，ひとつのテキストに両
形式の混在を許す場合もあるため，ここではゆるかやかに捉えておく。なお「だ ・である」体と
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は，文末がすべて「だ ・である」で終わるということを意味しなし、。

2) 音声言語テキス卜と文字言語テキストとは連続している部分がある。当テキス 卜がどのよう

な話し言葉テキストであるかの位置付けが必要であるが，本論では紙幅の関係でそれには触れず

に進める。

3) 真田(1988・1989)は，両文体聞の自動変換の問題を扱っており，それは主と して文末部分の

対応関係をいかに相互に置き換えるかという観点に絞られている。形態論的には有効な研究とな

っている。

4) i上下待遇表現」は菊地 (1980)の用語。いわゆる尊敬語と謙譲語とを合わせた概念。

5) 単語の文体的特徴については，宮島(1977)，沖(1985)参照。

6) なお， iこのうしろ」の「この」を 「本体」と L、う単語で置き換えること，i差し込む」こと

がコ ード類の接続の仕方であることは， iことがらに関する知識」がなければ，補えなL、。しか

し，ビデオで視覚情報として指示されていたことがらを汲み取り，正確に文字に写し取るために

は，これらのことがらの言語化が必要であるということの判断は i言語」の理解のレベノレの問

題であることは言を待たない。また， i本体」という単語は知らなければ使い得ないが，別の表

現は工夫ができる し， また，接続することが「差し込む」ことであるということは，⑥の文の言

語的な理解によって到達することが可能な知識であると言える。

7) ちなみにこれをさらに「です ・ます体」に変換すれば，次のようになる。以下の「です ・ま

す体」は，(lX2)にみた，話し言葉の「です ・ます体」ではなく ，テキストの構造上は充分に整理

された， 書き言葉の 「です ・ます体」になっている o

まず，マッキントッシュを起動する前に，コ ードを接続します。

本体のうしろのパネノレに複数のポートがあり，その上にアイコンと呼ばれる小さな絵が表

示されています。コードのはしにも表示されているアイコンと，ポートの上に表示されてい

るアイコンとを合わせて，差し込みます。

8) 質問②で確認した「パソコン ・ワープロを実際に操作したことがなし、」のは，母語話者では一

人(0，日本語学習者ではω(めであった。しかし，すでに述べたように，ここでの 【問題】には，

こう した知識は必要なし、。

ただし，以下の文例の中に「本体」とL、う専門語を用いている例が多いが，それは 「パネノレの

ある部分を何というか」という口頭での質問が出たので，それに答えたためて、ある。

9) iていただく」は授受表現であるので，文全体の変換を要する。従って「語衆的」とは言えな

いわけであるが，iていただく」と L、う敬語形式という点にのみ着目すれば，敬語要素の使用不使

用という，要素に着目した判断が働くのだろうと思われる。
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